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１ 本発表の目的 

元々観光地であった地域が災害などによ

って観光資源が失われてしまった際、その

地の復興過程で築いたもの（語り部ガイド

など）を新しい魅力として認識し、さらにそ

れをブランド化する方法を探ることである。 

２ 背景 

 日本は元々、災害大国と言われているほ

ど、地震の回数が多い。美しい自然景観や文

化遺産を数多く誇る日本。しかし、その観光

資源がいつ地震などの災害によって失われ

るかわからない。（現に平成では、地震、津

波、台風、豪雨、火山噴火で多大な被害を受

けた）仮に失われてしまった時、元々ある資

源にも劣らない新しい魅力を見つけ出せず

に、人口減少に悩む地域が多い。 

３ 調査方法 

 被災地での魅力を調査するため、以下の

手順で進めていく。 

（１） 事前文献調査 

（２） 岩手県釜石市で語り部やガイドに

インタビュー 

（３） インタビューによって得られた情

報を分析し、魅力とブランディングの

観点からまとめる。      

４ 質的データの分析枠組み 

 被災地で新たに発掘された魅力がその地

域の新たなブランドになるかの検討。そし

てそのブランド化の成功による外部からの

イメージ変化につながり、観光客誘致につ

ながるかの検討。 
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